
2023
2023

４４

広
報
広
報

色
め
く
春
の
到
来



広報おおだ　Ｒ5（2023）３.23 2

　

新
年
度
の
市
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
私

の
所
信
を
申
し
上
げ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

年
明
け
早
々
、
戦
国
時
代
末
期
の
石
見
銀

山
を
舞
台
と
し
た
千ち

早は
や

茜あ
か
ね

先
生
の
小
説
「
し

ろ
が
ね
の
葉
」
が
、
第
１
６
８
回
直
木
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
、
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

初
挑
戦
と
な
る
時
代
小
説
の
舞
台
に
石
見

銀
山
を
選
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
、
ま
た
、

そ
の
作
品
が
素
晴
ら
し
い
賞
に
輝
い
た
こ
と

は
、
新
年
か
ら
大
変
喜
ば
し
い
出
来
事
で
あ

り
ま
し
た
。

　

令
和
９
年
に
は
、
石
見
銀
山
遺
跡
の
世
界

遺
産
登
録
20
周
年
、
銀
山
発
見
５
０
０
年
、

大
森
銀
山
地
区
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
選
定
40
周
年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
石
見
銀
山
遺
跡

の
知
名
度
向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で

あ
り
、
遺
跡
の
魅
力
や
価
値
の
発
信
を
さ
ら

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
重
要
施
策
と
し
て
、
人
口
減
少
対

策
が
あ
り
ま
す
。

　

全
国
の
出
生
数
は
、
令
和
４
年
に
初
め
て

80
万
人
を
下
回
る
と
い
う
事
態
と
な
り
、
国

に
お
い
て
は
、
経
済
的
支
援
の
強
化
、
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
、
働
き
方
改
革
を
３
本
の
柱
に

据
え
た
、
具
体
策
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
４
月
に
は
、
そ
の
司
令
塔
と
し
て
、

新
た
に
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
が
創
設
さ
れ
、

子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
取
り
組
み
や
政

策
の
強
化
が
本
格
化
し
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
令
和
元
年
に

２
０
０
人
だ
っ
た
出
生
数
は
、
令
和
４
年
に

は
１
６
９
人
に
ま
で
減
少
し
、
ま
た
、
令
和

３
年
の
出
生
率
は
１
・
60
と
な
る
な
ど
、
こ

の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
人
口
減
少
が
加
速
し
、

市
の
活
力
低
下
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
状
況
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
改
め

て
「
総
合
的
な
人
口
減
少
対
策
事
業
」
に
着

手
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
統
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て

根
本
的
な
要
因
の
分
析
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
未
婚
者
や
既
婚
世
帯
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
そ
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
具

体
的
な
事
業
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

市
政
運
営
の
拠
点
と
な
る
新
庁
舎
の
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
意

見
交
換
会
や
市
議
会
で
い
た
だ
い
た
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
こ
の
た
び
、
建
設

地
を
「
大
田
市
駅
前
周
辺
東
側
土
地
区
画
整

理
事
業
地
内
」
に
選
定
し
ま
し
た
。
新
年
度

か
ら
は
、
整
備
に
係
る
基
本
計
画
の
策
定
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
地
域
の
活
力
を
維
持
・
向
上

す
る
た
め
に
は
、
若
者
の
定
住
・
人
口
流
入

が
重
要
で
あ
り
、
子
育
て
環
境
の
充
実
は
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
庁
舎
と

同
地
域
内
に
、「
子
育
て
に
か
か
る
総
合
支

援
拠
点
施
設
」
の
整
備
を
進
め
、
利
便
性
を

高
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人口減少対策と子育て環境を充実

令和５年度　施政方針

 　２月27日から３月17日にかけて、
令和５年第１回大田市議会定例会が開
催されました。
　初日の冒頭で、楫野弘和市長が施政
方針を表明。こちらでは一部を抜粋し、
紹介します。

「共創」
子どもから高齢者まで、年齢、性別、職業、国籍などを問

わず、さまざまな人が一緒に楽しく夢を語り合いながらア

イデアを創り、“ おおだ ” に関わるすべての人たちが、一

緒に汗をかきながら、一つずつ形にしていきます

基本姿勢方針　――将来像の実現に向けた基本的な姿勢

施政方針を表明する市長
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ま
た
、
市
内
を
横
断
す
る
山
陰
道
の
整
備

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、「
大
田
・
静
間
道
路
」、

「
静
間
・
仁
摩
道
路
」
の
二
区
間
に
つ
い
て

は
、
新
年
度
中
に
開
通
し
ま
す
。「
福
光
・

浅
利
道
路
」
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
着
実
に

進
め
ら
れ
て
お
り
、
一
日
も
早
い
開
通
と
、

山
陰
道
の
早
期
全
線
開
通
に
向
け
て
、
関
係

機
関
に
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
き
ま

し
て
は
、
１
月
以
降
の
感
染
者
数
が
減
少
傾

向
に
転
じ
て
い
ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
法
律
上
の
位

置
づ
け
を
、
重
症
化
リ
ス
ク
や
感
染
力
が
高

い
と
さ
れ
る
２
類
感
染
症
か
ら
、
５
月
に
、

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ
５
類

感
染
症
に
移
行
す
る
方
向
で
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

マ
ス
ク
着
用
ル
ー
ル
な
ど
の
感
染
症
対
策

の
ほ
か
、
医
療
体
制
や
医
療
費
の
公
費
負
担

な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き
く
関
わ
る

こ
と
か
ら
、
検
討
の
状
況
を
注
視
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や

物
価
・
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
受
け
る

影
響
に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
国
・
県
と
連
携
し
た
対
応
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
３
月
末
を
も
っ
て
産
業
振
興

施
設
と
し
て
の
機
能
を
廃
止
す
る
サ
ン
レ

デ
ィ
ー
大
田
の
後
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
や
市
議
会

へ
の
ご
説
明
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。「
働
く

女
性
の
家
」
部
分
に
は
、
洪
水
時
の
浸
水
想

定
区
域
に
立
地
し
て
い
る
「
大
田
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
」
の
移
転
を
、
ま
た
、「
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
」
部
分
に
は
、
災
害
用
備
蓄
倉

庫
お
よ
び
市
役
所
分
庁
舎
の
機
能
を
移
転
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
動
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、

他
施
設
の
利
用
や
大
田
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
移
転
後
の
ス
ペ
ー
ス

を
貸
館
と
し
て
利
用
い
た
だ
く
な
ど
、
調
整

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
公
共
施
設
の
適

正
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

新
年
度
か
ら
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
で
あ
る
「
第
２
次
大
田
市
総
合
計
画
」
は
、

後
期
計
画
に
移
行
し
ま
す
。
前
期
計
画
中

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
計
画
ど
お
り
に
進
ま
な
か
っ
た
施

策
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
前
期

計
画
の
取
り
組
み
を
検
証
・
評
価
し
、
社
会

情
勢
の
変
化
な
ど
も
踏
ま
え
て
、
後
期
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
６
本
の
基
本
方
針
に
沿
っ
た

具
体
的
な
施
策
に
取
り
組
み
、
魅
力
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※　

全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

大田市の将来像　――目標年（2026年）に目指すべきまちの姿
子どもたちの笑顔があふれ、みんなが夢を抱けるまち“おおだ”

第１の柱　産業づくり　～多様で活力ある「産業」をつくる
産業振興を市政発展の最重要課題と位置づけ、積極的に取り組む

第２の柱　豊かな心づくり　～ふるさとを愛する「豊かな心」をつくる
豊かな自然や歴史・文化など多くの地域資源を市民の皆さんが誇りと愛着を持てるよう
地域と連携し、学校教育・社会教育を推進

第３の柱　暮らしづくり　～だれもが住みよい「暮らし」をつくる
長引くコロナの影響により市民の皆さんの生活も大きく変化
多様化するニーズや課題にきめ細かく対応できるよう安全で安心な暮らしづくりに努める

第４の柱　都市基盤づくり　～くらしや交流を支える「都市基盤」をつくる
道路、下水道などのインフラ整備や市民の安全・安心のための環境整備を推進

第５の柱　自然・生活環境づくり　～人と自然が共生した「自然・生活環境」をつくる
多様で豊かな自然環境と市民の住みよい生活環境との共生を目指し、各種事業を推進

第６の柱　持続可能なまちづくり　～協働・共創により「持続可能なまち」をつくる
あらゆる取り組みについて「共創」によるまちづくりを基本姿勢とし、積極的に推進

基本方針　――将来像を実現するための施策の柱
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令和５年度　当初予算

特徴的な取り組み
　サテライトオフィス等開設支
援事業、校務支援システム導入
事業、こども家庭総合支援拠点
施設整備事業、隣保館新築整備
事業、自治会防犯灯ＬＥＤ化事
業、大田市公共施設照明ＬＥＤ
化事業、公共施設再編事業など
の事業を計上しています。
　教育の魅力化や防災体制の充
実、協働・共創のまちづくりや
大田市立病院をはじめとする地
域医療体制の確保についても、
継続して取り組んでいきます。

225億
₃千万円

市税・地方交付税が増加
　自主財源の根幹をなす市税は
経済活動の緩やかな持ち直しな
どに伴い、前年度に比べ、3093
万円（0.8％）増の37億1660万
円。
　依存財源の多くを占める地方
交付税（臨時財政対策債を含む）
は、物価高騰の影響などが考慮
され、前年度に比べ、１億3053
万 円（１.４ ％） 増 の93億9540
万円となっています。

一般会計の当初予算の総額は、前年度に比べ
₆億₄千万円（2.8％）減の225億₃千万円です

一般会計　総額２２５億３千万円

一般会計　歳出

一般会計　歳入

自主財源	
26.8%

市税	
16.5%

繰入金
5.7%

国庫
支出金
12.2%

県支出金	
8.2%

市債（臨財債除く）
5.8%

分担金及び負担金	
0.5%

使用料及び手数料	
1.0%

財産収入　0.5%

諸収入　1.5%

寄附金　1.1%

地方譲与税　1.1%
配当割交付金　0.1%

法人事業税交付金　0.3%

地方消費税交付金　3.6%

環境性能割交付金　0.1%

地方特例交付金　0.1%

地方交付税（臨財債含む）
41.7%

依存財源	
73.2%

225億
₃千万円

義務的
経費	
50.7%

投資的
経費	
9.2%

消費的
経費	
26.1%

その他の
経費	
14.0%

人件費	
20.5%

扶助費	
17.0%

公債費	
13.2%

物件費	
13.8%

補助費等	
12.0%

繰出金	
10.4%

普通建設事業費	
9.1%災害復旧事業費　0.1%

投資及び出資金　2.6%

維持補修費　0.3%

積立金　0.8%

貸付金　0.2%
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新年度の主な事業の内容
第２次大田市総合計画に掲げる「６本の柱」ごとに紹介します	 ◆は新規事業

市民の将来を明るく照らし
おおだの新時代を切り拓くための予算

◆少子化要因の調査・分析 824万円
◇民間認定こども園施設の整備支援 ２億593万円
◆こども家庭総合支援拠点施設の整備検討
 1,835万円
◇不妊・不育症治療費の助成 300万円
◆高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施
 202万円
◇地域医療の確保に向けた取り組み 1,251万円
◆隣保館の移転新築整備 6,598万円

◆特定地域づくり事業協同組合への支援 1,201万円
◇持続可能なまちづくりに向けた
　地域の取り組み支援 2,873万円
◇まちづくりセンター等の改修 3,100万円
◇どがなかな大田ふるさと寄附金の促進
 １億3,057万円
◇市役所本庁舎の整備検討 4,330万円
◆サンレディー大田の機能再編 1,000万円

問財政課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8016）

◇新エネルギーの導入促進 441万円
◆公共施設照明のＬＥＤ化 １億2,575万円

◇大田市駅周辺地区の環境整備 １億4,200万円
◆山陰道開通記念イベントの実施 418万円
◇高齢者講習施設の新規整備 １億8,672万円
◆自治会防犯灯のＬＥＤ化支援 1,000万円
◆消防団装備の充実強化 544万円
◇建築物の耐震改修促進 712万円
◆防災ハザードマップの改訂 1,578万円

◆「大田の大あなご」のブランド化 195万円
◇観光施設の改修・更新 1,700万円
◇農業生産基盤の整備・保全、生活環境の整備
 １億6,641万円
◇循環型林業の推進 5,287万円
◇沿岸自営漁業者を目指す新規就業者への支援
 240万円
◆民間主体のサテライトオフィス開設支援、
　入居・利用の促進 5,700万円
◆市営工業団地の環境整備 1,000万円

③暮らしづくり
～だれもが住みよい「暮らし」をつくる

⑥持続可能なまちづくり
～協働・共創により
　　　　「持続可能なまち」をつくる

⑤自然・生活環境づくり
～人と自然が共生した
　　　　「自然・生活環境」をつくる

④都市基盤づくり
～くらしや交流を支える
　　　　「都市基盤」をつくる

◆今後の学校再編に向けた調査・検討 68万円
◆小中学校における校務支援システムの導入
 5,900万円
◇幼小中高における各種教育魅力化 2,341万円
◇小中学校における情報教育の推進 2,745万円
◇日本遺産「石見の火山が伝える悠久の歴史」の
　推進 972万円
◆大田運動公園の環境整備 １億470万円
◆地域おこし協力隊制度を活用した関係人口の拡大
 1,240万円
◇山村留学の推進 3,800万円

②豊かな心づくり
～ふるさとを愛する「豊かな心」をつくる

①産業づくり
～多様で活力ある「産業」をつくる

高齢者講習施設（イメージ）
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２
月
９
日
、
大
田
市
産
の
白
ね

ぎ
を
使
用
し
た
「
白
ね
ぎ
天
」
の

販
売
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
田
地
域
で
は
白
ね

ぎ
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
生
産
量
の

増
加
に
伴
い
、
出
荷
で
き
な
い
規

格
外
商
品
や
部
位
が
増
え
て
お

り
、
そ
れ
を
使
っ
た
加
工
品
が
で

き
な
い
か
と
上
野
屋
蒲
鉾
店
（
土

江
元
生
工
場
長
）
と
島
根
県
、
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
地
区
本
部
が

連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

　

土
江
工
場
長
は
、
現
物
を
見
た

と
き
に
十
分
に
食
材
と
し
て
使

え
、「
絶
対
、
す
り
身
と
合
わ
せ

て
も
お
い
し
い
も
の
が
で
き
る
と

　

消
防
本
部
で
は
最
新
鋭
の
「
高
機
能
消
防
通
信
指
令
シ
ス

テ
ム
」
を
導
入
し
、
３
月
１
日
か
ら
稼
働
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
１
１
９
番
通
報
者
の
位
置
を
瞬
時
に

把
握
で
き
る
ほ
か
、
消
防
隊
や
救
急
隊
へ
の
出
動
を
自
動
的

に
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
、
現
場
到
着
ま
で
の
時
間
短
縮
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

問
消
防
本
部
（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）

規
格
外
の
野
菜
を
使
っ
て
加
工
品
に

白
ね
ぎ
を
使
っ
た
天
ぷ
ら
が
完
成

高
機
能
消
防
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム

到
着
時
間
の
短
縮
が
可
能
に

思
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
試
作
を
重
ね
、
白
ね
ぎ
天
が

完
成
。
魚
の
す
り
身
よ
り
も
白
ね

ぎ
が
多
く
使
わ
れ
て
お
り
、「
白

ね
ぎ
の
甘
さ
と
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と

し
た
食
感
と
魚
の
風
味
も
感
じ
ら

れ
る
」
と
紹
介
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
の
担
当
者
は
「
県
に
相
談

す
る
中
で
商
品
化
に
つ
な
が
っ
た
。

白
ね
ぎ
の
出
荷
の
規
格
に
あ
る
葉

の
枚
数
や
長
さ
な
ど
の
基
準
か
ら

外
れ
る
商
品
や
部
位
を
活
用
し
て

も
ら
っ
た
」、
ま
た
、
島
根
県
の

担
当
者
は
「
所
得
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
、
使
え
な
い
も
の
を
活
用

し
て
も
ら
え
る
と
、
生
産
者
も
安

心
し
て
生
産
が
で
き
る
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
は
廃
棄
し
て
い
る
白

ね
ぎ
の
葉
を
使
っ
た
乾
燥
チ
ッ
プ

ス
を
試
作
中
の
ほ
か
、
収
穫
期
を

迎
え
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
使
っ
た

加
工
品
の
商
品
化
に
向
け
、
関
係

者
の
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

　

白
ね
ぎ
天
は
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

お
お
だ
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

問
産
業
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
７
５
）

左から島根県大田農業部の山崎健治部長、
上野屋蒲鉾店の土江工場長、ＪＡしまね石
見銀山地区本部生産販売課の林隆幸係長

１１９番通報の受信と同時に通報
者の位置情報を取得し、自動的に
最寄りの消防署・出張所へ出動を
指示。また、システムに連動し、
防災行政無線や音声告知放送、
メール配信システムで消防団など
の関係機関へいち早く災害の発生
を伝えます。

大規模災害時など通報が集中する
場合でも、システムが制御をおこ
ない対応が可能。さらに、消防本
部庁舎が被災し、１１９番通報の
受信ができない状況となった場合
でも、西部消防署へ緊急通報を迂

う

回
かい

させて業務を継続することがで
きます。

災害の種類や規模、発生場所から
最適な車両を自動で選択し、出動
を指示。車両が出動した後も災害
状況や傷病者の症状に関する情報
を通報者から聞き、必要に応じて
関係機関への要請や応急手当が必
要な傷病者には、通信指令員が通
報者に対して方法を指導します。

１．速い出動体制 ３．安全性、信頼性の向上２．最適な出動車両

システムの特徴



広報おおだ　Ｒ5（2023）３.237

　

こ
の
た
び
、
北
三
瓶
自
主
防
災

会
（
須
藤
朋
生
会
長
）
が
、
宝
く

じ
「
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事

業
」
の
助
成
を
受
け
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
２

台
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

防
災
会
は
平
成
26
年
３
月
に
設

立
し
、
防
災
研
修
会
や
訓
練
な
ど

に
取
り
組
み
、
地
域
の
防
災
力
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
防
災
資
機
材
の
整
備

は
、
近
年
頻
発
す
る
豪
雨
災
害
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
規
模
な
自
然

災
害
に
備
え
、
住
民
が
安
全
で
安

心
に
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。

　

災
害
時
に
は
、
地
域
の
住
民
同

士
の
「
共
助
」
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
日
頃
か
ら
、
地
域
で
防
災
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
危
機
管
理
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
９
）

第
60
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
２
月
６
日
～
10
日
／
長
野
県
）
第
35
回
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

（
11
月
20
日
／
大
阪
府
）

北
三
瓶
自
主
防
災
会

防
災
資
機
材
を
整
備

宝
く
じ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

避難先や避難経路のほ
か、時間帯ごとの行動、
連絡手段など家族で確認
しましょう

各種物資のほか、３日か
ら１週間程度の家族分の
飲食物を備蓄。消費期限
順に日常使用しながら備
蓄する「ローリングス
トック」がおすすめです

日本体育大学と協定を締結

出雲北陵高等学校　吹奏楽部
（大田市在住／左から）森脇　友

とも

智
ち

さん（３年）、
廣本　彩

あや

花
か

さん（３年）、知野見夏
なつ

生
き

さん（１年）

野
城
農
業
集
落

多
目
的
集
会
所

多
根
自
治
会
館

全国大会へ出場した選手が
　　　　　結果を市長に報告しました

全国大会出場

お疲れさまでした

志学中３年　甲斐　渓
けい

斗
と

さん

　

２
月
７
日
、
学
校
法
人
日
本
体
育
大
学
と
「
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
少
年
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
と
指
導
者
の
育

成
の
ほ
か
、
競
技
力
の
向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
と
健
康
・

体
力
づ
く
り
の
向
上
な
ど
に
連
携
し
て
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

協
定
締
結
式
で
、
市
長
は
「
本
市
が
進
め
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
通
じ
た
人
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
・ 

地
域
づ
く
り
を
力
強
く

推
進
で
き
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
松
浪
健
四
郎
理
事
長
は

日
本
体
育
大
学
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
『
高
齢
者
に
健
康
を
、

子
ど
も
に
夢
を
！
』
を
挙
げ
、「
健
康
寿
命
を
延
伸
し
、
夢
や

勇
気
の
あ
る
た
く
ま
し
い
子
ど
も
た
ち
を
つ
く
り
た
い
。
地
元

を
愛
し
、
ス
ポ
ー
ツ
好
き
な
若
い
人
材
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め

に
ど
の
よ
う
に
寄
与
で
き
る
か
、
双
方
で
真
剣
に
考
え
、
こ
の

連
携
協
定
を
有
効
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

問
社
会
教
育
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
２
９
）

協
定
書
を
手
に
す
る
松
浪
理
事
長（
左
）

と
市
長

　大田市東部を震源とする島根県西部地震か
ら、間もなく５年を迎えます。
　自分の命は自分で守れるように家具の固定
や避難場所・経路の確認、非常持出袋の準備
など日頃から地震に備えましょう。

問危機管理課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8009）

平成30年４月９日１時32分	最大震度５強

島根県西部地震から５年
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日
本
財
団
が
推
進
す
る
「
海
と
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
つ
に
、
一
般
社
団
法
人
「
日
本
昔
ば
な
し

協
会
」
が
全
国
に
残
る
海
に
ま
つ
わ
る
民
話
を
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
で
映
像
化
す
る
「
海
ノ
民
話
の
ま
ち
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
２
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
選

定
さ
れ
た
温
泉
津
町
日
祖
地
区
に
伝
わ
る
民
話
「
影

ワ
ニ
」
の
ア
ニ
メ
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
、
ア
ニ
メ
の
上
映
会
が
温
泉
津
小
学
校

で
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
鑑
賞

し
ま
し
た
。「
自
分
の
地
域
の
話
が
ア
ニ
メ
に
な
っ

さ
は
も
ち
ろ
ん
、
海
を
守
り
育
て
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

問
学
校
教
育
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
７
９
）

「
影
ワ
ニ
」
が
完
成

て
嬉
し
い
」「
い
ろ
ん
な

人
に
ア
ニ
メ
を
見
て
ほ
し

い
」
と
感
想
を
語
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
３
年

生
が
「
海
苔
す
き
」
を
体

験
。
江
戸
時
代
に
海
苔
場

と
し
て
栄
え
た
温
泉
津
町

に
伝
わ
る
作
業
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。
海
苔
の

厚
さ
を
均
等
に
す
る
の
に

苦
戦
し
ま
し
た
が
、
児
童

の
一
人
は
「
お
い
し
く
な

れ
と
思
い
を
込
め
て
作
っ

た
の
で
、
お
い
し
く
食
べ

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

海
の
恵
み
の
す
ば
ら
し

丁
寧
に
海
苔
を
広
げ
ま
し
た

ア
ニ
メ
を
鑑
賞
す
る
児
童

・市全体の出生数が年間170人程度の場合、
１学年５～６クラス。数字上では、小学校、
中学校ともに１校で足りる

・広い大田市では通学時間や親の負担などを
踏まえ、適正な学校数をエリアごとに配置

・学校数が減ると「ふるさと教育」が重要。
特に幼児期の教育を充実させる必要がある

・学校設置場所は、地域の教育資源の数値化
や学校の誘致活動などを考慮しても良い

・再編実施計画（平成20年）や学校のあり方
に関する実施計画（令和３年）策定におい
て議論された理念を踏まえた検討が必要

・関係人口の拡大を意識し、特色があり多様
な教育を受けられる学校があっても良い

・これからの子どもたちにとって、教育環境
はどうあるべきかを示したうえで、将来的
な学校配置を考えるべき

・教育委員会だけで考えることではなく、市
全体で考える必要がある

主な意見

　大田市総合教育会議を２月21日に市民会館で開催しました。これ
は、市長と教育委員会が十分な意思疎通を図り、地域における教育
の課題やあるべき姿を共有し、より一層市民の皆さんの思いを反映
した教育行政を推進しようとするものです。
　今年度は、11月から地域説明会を開催した「学校再編の考え方」
の見直しについて、意見交換を実施しました。これらの意見を整理
したうえで、今夏には教育委員会としての考え方をまとめ、見直し
た素案を作成します。この案については、皆さんにご意見をいただ
きながら、具現化していきます。

市長と教育委員が協議
学校再編見直し

計画の見直し
・策定から間もなく、驚いた
・計画の見直しは英断。子どもにとって、何が一番大

切なのかを訴えていくしかない
・令和２年にも実施計画の話を聞き、また実施計画の

話。信用できない
学校再編
・必要。子どものための再編であるべき
・建物が危険なら、早めに判断してほしい
・施設の老朽化や子ども数の減少の話を聞き、統廃合

をしていかなければいけないと感じた

【地域説明会での意見】　11月～２月に開催した説明会での主なご意見は次のとおりです
・地域としては、寂しい
・近くの学校に通学する方が良い
・教育委員会だけでなく、市として安心して生活がで

きるまちづくりを長期的な視点で考えてほしい
・お金がないとはっきりと言えば良い。もう少し強引

に進めても良いのではないか
学校施設の老朽化
・施設を定期的に保守していれば、今の状況にはなっ

ていないのではないか
・大森小の改修は先延ばしせず、実施してほしい

問教育部総務課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8119）

アニメ
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経
営
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
の

習
得
と
大
田
市
の
未
来
を
担
う

人
財
育
成
を
目
指
す
若
手
後
継

者
・
経
営
者
の
人
財
育
成
塾
「
お

お
だ
未
来
創
造
塾
」
の
発
展
編

「
Ｎネ

ク

ス

ト

Ｅ
Ｘ
Ｔ
！
お
お
だ
塾
」
を
２

月
７
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

全
５
回
の
最
終
回
と
な
っ
た
こ

の
日
は
、
塾
生
一
人
ひ
と
り
が
こ

れ
ま
で
に
学
ん
だ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
手
法
や
デ
ー
タ
の
収
集
方
法
な

ど
を
参
考
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企

　

１
月
28
・
29
日
、
温
泉
津
町
の

魅
力
を
ひ
も
解
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
温
泉
津
１
０
０
人
会
議
」
が
、

温
泉
津
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
延
べ
１
１
１
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
全
体
で
温
泉
津

の
魅
力
を
発
見
・
共
有
し
、
ま
ち

の
あ
り
方
を
考
え
る
契
機
と
す
る

た
め
、
温
泉
津
み
ら
い
合
同
会
社

と
中
国
経
済
産
業
局
が
企
画
。
参

加
者
か
ら
は
、
温
泉
津
自
慢
や
ま

ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
が
次
々
と

出
さ
れ
、
改
め
て
温
泉
津
の
地
域

力
の
高
さ
を
確
認
す
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
温
泉

プ
ー
ル
・
足
湯
カ
フ
ェ
・
地
元
食

材
が
並
ぶ
朝
市
・
夕
日
の
見
え
る

テ
ラ
ス
な
ど
地
域
資
源
を
生
か
し

た
ア
イ
デ
ア
の
ほ
か
、
町
並
み
で

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
・
土
曜

夜
市
・
え
び
す
講
の
復
活
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
生
は
、
子
ど
も
が
楽

し
め
る
店
・
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る

看
板
や
観
光
案
内
所
の
充
実
と
い

う
意
見
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ア
イ
デ
ア
を
具
体
化

し
て
い
く
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
定
住
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
０
）

　
「
お
お
だ
教
育
フ
ェ
ス
タ
」
を

１
月
28
日
、
あ
す
て
ら
す
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
課
の
取
り
組
み
紹
介

や
展
示
の
ほ
か
、
脚
本
家
の
佐
藤

　

大
田
市
の
教
育
を
一
層
魅
力
あ

る
も
の
に
し
て
い
く
た
め
、
今
年

度
設
置
し
た
「
お
お
だ
未
来
☆
夢

ラ
ン
ド
」
の
第
２
回
の
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
教
育
委
員
会
の
取
り

組
み
を
報
告
し
た
ほ
か
、
地
域
総

が
か
り
の
学
び
の
実
現
を
め
ざ

し
て
意
見
交
換
。
出
席
者
か
ら

は
「
子
ど
も
の
声
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
」「
学
校
に

限
ら
ず
多
様
な
学
び
方
を
位
置
づ

け
、
大
田
遺
産
を
子
ど
も
と
と

も
に
作
っ
て
い
く
」「
財
源
の
確

保
に
努
め
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
」
な
ど
多
く
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

問
学
校
教
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
７
９
）

万
里
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
講
演

会
を
開
催
。
佐
藤
さ
ん
は
「
心
に

残
る
学
び
と
教
え
」
と
題
し
、「
努

力
し
て
も
夢
が
叶
わ
な
い
こ
と
が

あ
る
。
で
も
努
力
が
足
り
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
発
想
を
転
換
す
る

力
が
必
要
」
と
語
り
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
い
ろ
ん
な
気
づ
き

を
も
ら
っ
た
」「
子
ど
も
た
ち
を

い
っ
ぱ
い
褒
め
て
や
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
教
え
ら

れ
た
」「
も
っ
と
地
元
の
私
た
ち

が
行
動
し
な
く
て
は
い
け
な
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

問
学
校
教
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
７
９
）

お
お
だ
教
育

フ
ェ
ス
タ

佐
藤
万
里
さ
ん
の
講
演
も

業
の
現
状
と
課
題
や
、
こ
れ
か
ら

の
展
望
を
踏
ま
え
た
プ
ラ
ン
を
熱

心
に
発
表
。
そ
し
て
、
そ
の
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
講
師
や
塾
生
同
士
で

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
株
式
会
社
や
さ

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ボ
の
中
川
功
一

代
表
取
締
役
か
ら
は
、「
ワ
ク
ワ

ク
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
た
ら
、
企

業
の
成
長
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
も

こ
う
し
た
機
会
を
通
し
て
、
企
業

の
未
来
創
造
を
お
こ
な
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

り
ま
し
た
。

問
産
業
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
７
３
）

意
見
を
書
き
出
す
参
加
者

若
手
経
営
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち
忘
れ
な
い
で

講師（画面）からアドバイスを受ける塾生

さらに魅力ある教育へ

佐藤万里さん

温
泉
津
の
魅
力
を
ま
ち
づ
く
り
に

温
泉
津
の
魅
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
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　サンレディーフェスタが２月25・26日、サンレディー
大田で開催されました。バザーや各種展示のほか、利用
者団体による学習発表などが催されました。
　第30回を記念した男女共同参画講演会の講師は、放送
作家の野々村友紀子さん。芸人と
して活動後、放送作家へ転身し、
現在は吉本総合芸能学院（ＮＳＣ）
の講師や作家業に加え、テレビ出
演するなど多方面で活躍中です。

「強く生きるためのヒント～野々
村友紀子が伝えたい人生で大切な
こと～」と題し、生きていくうえで大切だと思うことを
実体験を踏まえたメッセージとして語りました。
　また、野々村さんが悩みごとに答えるお悩み相談コー
ナーでは、司会者も巻き込みながらのユーモアあふれる
回答に、来場者400人は大きく盛り上がりました。

問人権推進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8038）

　２月25日、大田地域人材確保促進協議会（会長／大田
市長）がおおだ学生アンバサダーとともに「しゃべくり
おおだ」を大田商工会議所で開催しました。
　市外に住む学生と、大田市で働き、生活している若者
がざっくばらんに話をすることで、ＵＩターンを促進し
ようと企画したものです。
　この日は、市内企業の若手社員16人と学生18人が参加。
大田での仕事や生活、大田の魅力について語り合い、ラ
ンチタイムには大田市のグルメを堪能しました。和やか
な雰囲気で、学生からは「大田市での将来の生活がイメー

しゃべくりおおだ大田を知って
就職を！

ジできた」などの声
が聞かれました。
　今後も市内就職に
つながるイベントな
どを開催予定です。
問産業企画課

（☎0854 ‐ 83 ‐ 8075）

サンレディーフェスタ

中央図書館　　☎0854 - 84 - 9200　平日10：00～19：00　土日10：00～18：00
仁摩図書館　　☎0854 - 88 - 4646　10：00～18：00
温泉津図書館　☎0855 - 65 - 2177　10：00～18：00

４月の図書館お休みの日
日 月 火 水 木 金 土

①
② ３ ４ ５ ６ ７ ⑧
⑨ 10 11 12 13 14 ⑮
⑯ 17 18 19 20 21 �
� 24 25 26 27 28 �
� 　 　 　 　 　 　
■：３館休館　○：温泉津休館

おすすめの本

図書館 行　　　事 日　　　　　　　時

中　央
おはなし会 ８日㈯・22日㈯ 14：00～14：20
ストーリーテリング 15日㈯ 14：00～14：20
古文書を読む会 15日㈯ 14：00～16：00

仁　摩

おはなし会 15日㈯ 10：15～10：45
発達障がい啓発展 １日㈯～８日㈯

島根篆
てん

刻
こく

会作品展 ５日㈬～24日㈪
おすすめこどもの本展示 ８日㈯～５月８日㈪

◇行事と企画展

◇展示テーマ

『絵で旅する国境』　　クドル／文　　ヘラン／絵
文研出版（中央図書館所蔵）

　島国で生まれ育った私たち日本人は、日頃「国境」を
意識することは、ほとんどありません。しかし、世界地
図を見ると、多くの国々が隣り合い、ジグソーパズルの
ように組み合わさっています。
　作家と画家が６年もの歳月を費やし、世界の国境を丁
寧に描き上げた絵本です。大人にも読みごたえのある１
冊となりました。

中央　「暮らしを彩る」
仁摩　「４月といえば……」

講師の野々村さん

学生は興味深く話を聞きました

第30回
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日に

本ほ
ん

で
初は

じ

め
て
住す

ん
だ
場ば

所し
ょ

が
大お

お

田だ

市し

で
、
休や

す

み
の
日ひ

に
は
家か

族ぞ
く

で
三さ

ん

瓶べ

山さ
ん

に
行い

っ
た
り
、
仁に

摩ま

健け
ん

康こ
う

公こ
う

園え
ん

へ
行い

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
大お

お

田だ

市し

に

は
素す

敵て
き

な
海か

い

岸が
ん

が
あ
り
、
と
て
も
気き

に
入い

っ
て
い

ま
す
。

　

い
ず
れ
は
ブぶ

ラら

ジじ

ルる

に
帰か

え

る
こ
と
に
な
る
と
思お

も

い
ま
す
が
、
日に

本ほ
ん

で
は
大お

お

田だ

市し

の
ほ
か
で
暮く

ら
し

た
い
と
は
思お

も

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　大田市出身。高校を卒業後就職、24歳
で東幸建設株式会社に入社しました。
　建設や土木関係の仕事は、依頼を受け
てからスタートしますが、工事の依頼を
受けたらまずは工程の調整をします。
　クライアントの依頼内容にあわせて工
事のスケジュールや施工方法を決め、工
事の段取りをおこないます。また、工事
の際は近隣の住民のかたがたの理解をい
ただくことが必要なので、工事の概要説
明のチラシを作ることもあります。
　道路を作ることが多いので、安全に走
行できる道を作ることにこだわっていま

大田にどんな職場があるのか、大田でどんな人が働いてい
るのか、そしてどんな思いを抱いて働いているのか――。
大田で働く人にインタビューしてきました！

問産業企画課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8075）
おおだで、働く。

おおだに働くところ、あります！
おおだの企業情報はこちら

東幸建設株式会社 す。利用者から直接声を聞けることは少
ないですが、友人から「この間、通った
けど良い道だったよ！」と言ってもらっ
たことがあり、そのときは嬉しかったで
す。
　休みの日は、家の庭を使って野外炊飯
をするのが好きです。家で野外炊飯がで
きるのは都会では味わえない、田舎なら
ではの魅力だと思います。大田は山も
あって海もあって、やっぱり自然が多い
ところが好きです。
　これから先も大田で楽しく過ごせてい
けたら……と思います。

三嶋　進さん

大お
お

田だ

市し

に
住す

ん
で
み
て

多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

生せ
い

社し
ゃ

会か
い

の
実じ

つ

現げ
ん

に
向む

け
て

　

子こ

ど
も
が
市し

内な
い

の
学が

っ

校こ
う

へ
通か

よ

っ
て
い
ま
す
。
最さ

い

初し
ょ

は
、
日に

本ほ
ん

の
学が

っ

校こ
う

へ
入い

れ
る
こ
と
に
不ふ

安あ
ん

で
し

た
。
学が

っ

校こ
う

や
サさ

ポぽ

ーー

トと

し
て
く
れ
る
人ひ

と

の
お
か
げ

で
、
今い

ま

は
不ふ

安あ
ん

に
感か

ん

じ
る
こ
と
も
な
く
学が

っ

校こ
う

へ
通か

よ

わ
せ
て
い
ま
す
。

日に

本ほ
ん

の
学が

っ

校こ
う

　

仕し

事ご
と

の
都つ

合ご
う

で
、
土ど

日に
ち

が
休や

す

み
と
は
限か

ぎ

り
ま
せ

ん
が
、
休や

す

み
が
合あ

う
と
き
に
は
家か

族ぞ
く

と
過す

ご
し
た

日ひ

び々

の
暮く

ら
し

り
、
イい

ンん

タた

ーー

ネね

ッっ

トと

を
し
た
り
し
て
過す

ご
す
こ

と
が
多お

お

い
で
す
。

　

大お
お

田だ

市し

で
仕し

事ご
と

を
す
る
こ
と
が
決き

ま
っ
て
か
ら

大お
お

田だ

市し

の
こ
と
を
イい

ンん

タた

ーー

ネね

ッっ

トと

で
調し

ら

べ
ま

し
た
。
情じ

ょ
う

報ほ
う

が
少す

く

な
く
て
、
自じ

分ぶ
ん

で
大お

お

田だ

市し

や

日に

本ほ
ん

の
こ
と
を
情じ

ょ
う

報ほ
う

発は
っ

信し
ん

し
て
み
よ
う
と
思お

も

い
、

Y
ゆ
ー
ち
ゅ
ー
ぶ

ouTube

に
動ど

う

画が

を
アあ

ッっ

プぷ

し
始は

じ

め
ま
し
た
。

　

ブぶ

ラら

ジじ

ルる

に
帰か

え

っ
て
も
、
今い

ま

の
活か

つ

動ど
う

を
も
と
に

イい

ンん

タた

ーー

ネね

ッっ

トと

を
活か

つ

用よ
う

し
た
ビび

ジじ

ネね

スす

を
し
た

い
と
思お

も

っ
て
い
ま
す
。

　

アあ

ンん

デで

ルる

ソそ

ンん

さ
ん
は
家か

族ぞ
く

思お
も

い
で
優や

さ

し
い
人ひ

と

で
し
た
。
ブぶ

ラら

ジじ

ルる

人じ
ん

向む

け
に
作つ

く

ら
れ
た
「
生せ

い

活か
つ

ガが

イい

ドど

ブぶ

ッっ

クく

」
に
は
、
日に

本ほ
ん

で
働は

た
ら

く
た
め
の
手て

続つ
づ

き
、
日に

本ほ
ん

の
税ぜ

い

金き
ん

や
社し

ゃ

会か
い

保ほ

険け
ん

制せ
い

度ど

の
こ
と
、

困こ
ま

っ
た
と
き
の
相そ

う

談だ
ん

先さ
き

な
ど
、
自じ

身し
ん

の
体た

い

験け
ん

を
も

と
に
ブぶ

ラら

ジじ

ルる

人じ
ん

が
日に

本ほ
ん

で
安あ

ん

心し
ん

し
て
暮く

ら
せ
る

情じ
ょ
う

報ほ
う

を
掲け

い

載さ
い

。
ブぶ

ラら

ジじ

ルる

と
日に

本ほ
ん

の
懸か

け
橋は

し

と
な

る
活か

つ

動ど
う

に
取と

り
組く

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

問
総そ

う

務む

部ぶ

総そ
う

務む

課か

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
１
３
）

　

大お
お

田だ

市し

に
住す

ん
で
５
年ね

ん

に
な
る
アあ

ンん

デで

ルる

ソそ

ンん

・
アあ

ルる

ベべ

スす

・

シし

ルる

バば

さ
ん
（
ブぶ

ラら

ジじ

ルる

出し
ゅ
っ

身し
ん

）
に
大お

お

田だ

で
の
暮く

ら
し
に
つ
い
て
、

お
聞き

き
し
ま
し
た
。

ア
ン
デ
ル
ソ
ン
さ
ん

外が
い

国こ
く

人じ
ん

が
読よ

み
や
す
い
よ
う
に
漢か

ん

字じ

と
カか

タた

カか

ナな

に
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
い
ま
す
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こんにちは

保健師です
「8020」だけじゃない！？「8020」だけじゃない！？
「6024」「4028」、あなたの歯は何本？「6024」「4028」、あなたの歯は何本？

肝臓・消化器内科・内視鏡内科
呼吸器内科・内科・小児科

第１・３・５木曜・日曜、祝日　第２・４木曜の午後休診

〈広告〉

診療時間　₈：00～12：00
　　　　　14：00～19：30

　大人の歯は、親知らずを含めすべて生え揃うと32本ですが、親知らずは生えなかったり、
抜いたりする場合もあるため、歯の本数は人により28本から32本です。
　「８０２０」は「ハチ・マル・二イ・マル」と読み、「80歳になっても20本以上自分の歯
を保とう」という８０２０運動で、皆さんも聞いたことがある言葉ではないでしょうか？
　最近では、「６０２４運動」や「４０２８運動」という言葉も広がりつつあります。文
字通り、「60歳で24本以上、40歳で28本以上自分の歯を保とう」という運動です。

日常の歯みがき
食生活・禁煙　など

歯科医院での
定期的な予防処置・歯みがき指導

　いつまでも自分の歯を残すためには、子どもの頃・若い頃からの
習慣が大切です。
　この機会に、家族でお口の健康について考えてみませんか。

セルフケア プロフェッショナルケア

胃腸の動きを促進する 唾液中の消化酵素の分泌が盛んになり、細かく噛み砕けば、胃腸への負担を和
らげます

むし歯・歯周病・口臭を予防する 唾液の分泌が増え、唾液の抗菌作用によって口の中の清掃効果が高まります

肥満を防止する ゆっくりたくさん噛むと満腹感が得られ、食べ過ぎを防ぎます

脳の働きを活発にする 噛むことで脳への血流が増加して働きを活発にするために、脳の若さを保って
老化を防止します

全身の体力の向上 よく噛めば全身に活力がみなぎり、体力が向上します

味覚が発達する じっくり味わうことができ、味覚が発達します

発音がはっきりする 口の周りの筋肉が発達し、言葉の発音もはっきりします

がんを予防する 唾液に含まれる酵素には、食品中の発がん物質の発がん性を抑制する効果があ
るといわれています

（出典：日本訪問歯科協会）

問健康増進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）

歯を残して噛むことのメリット

大切なのは「セルフケア」と「プロフェッショナルケア」
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健康ガイド４月
問健康増進課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）

☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

４月の子育て応援コーナー
種　類 日　　時 場　所 内容・対象 お持ちいただくもの

乳幼児相談 ５日㈬ ₉：00～11：00 母子包括支援センター
おおだっこ
（市役所１階）

身体計測・育児相談
栄養相談

母子健康手帳
バスタオル
おむつ　など

授乳相談
「ごくごく」 19日㈬ 13：00～15：45 身体計測・母乳相談

離乳食教室
（前期） ６日㈭ 10：00～11：30

受付₉：45～ 仁摩保健センター 生後８か月ごろまでの
乳児とその保護者

※　予約制です。子ども家庭支援課（☎0854 - 83 - 8152）へお申し込みください。

がん検診（個別）
種　類 医療機関 対象者など

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市 市立病院（医事室☎0854 - 84 - 7571） 40歳以上の女性（完全予約制）
◎自己負担金　2,000円
・市立病院は₂回の受診が必要出雲市 ひゃくどみクリニック（☎0853 - 21 - 0130）

ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853 - 20 - 0649）

☆子宮頸がん
検診

大田市 市立病院（医事室☎0854 - 84 - 7571） 20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円出雲市 島根県立中央病院ほか７医療機関

（市ホームページでご確認ください）

※　直接各医療機関へ予約してください。

【受付時間】（東京都内までの通話料が必要）
平日／19：00～翌朝₉：00　土日・祝日／₉：00～翌朝₉：00

４月10日㈪　13：00～16：00
大田市役所

子ども医療電話相談 献血にご協力ください＃８０００つながらない場合　☎03 - 3478 - 1060

　

私
は
育
て
て
く
れ
た
地
元
に
恩

返
し
を
し
た
い
と
い
う
思
い
と
、

身
近
な
人
の
最
期
を
自
宅
で
迎
え

た
い
と
い
う
願
い
が
叶
わ
な
か
っ

た
経
験
か
ら
医
師
を
志
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

大
学
に
入
学
し
、
初
年
度
は
基

礎
教
養
ば
か
り
な
の
か
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
意
外
と
医
学
的
な

科
目
も
多
く
、
実
り
あ
る
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の

「
暮
ら
し
」
を
大
切
に
し
、
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
支
え
ら
れ
る

よ
う
な
医
師
を
目
指
し
、
引
き
続

き
勉
学
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
出
雲
に
住

み
始
め
て
１
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
市
外
で
生
活
す
る
こ
と
で
改

め
て
大
田
の
良
さ
に
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
。
日
々
の
勉
強
は
大
変
で

す
が
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に

も
所
属
し
、
充
実
し
た
大
学
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
は
大
好
き
な
大
田
市
に
貢

献
す
る
た
め
、
ま
ず
は
目
の
前
に

あ
る
一
つ
ひ
と
つ
の
学
び
を
確
実

に
習
得
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

応
援
し
て
い
た
だ
け
る
医
師
に
な

れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

明
日
に
つ
な
げ
る
地
域
医
療

問
医
療
政
策
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
５
７
）

　

市
で
は
地
域
医
療
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
地
域

医
療
に
貢
献
し
た
い
熱
意
の
あ
る
高
校
生
を
島
根
大
学
医
学

部
や
石
見
高
等
看
護
学
院
に
推
薦
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

を
活
用
し
て
、
昨
年
４
月
に
島
根
大
学
医
学
部
に
進
学
し
た

２
人
の
学
生
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

西本　沙弥さん

丸亀　新
あら

太
た

さん
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そうだったのか石見銀山
調査研究　最新情報

石見銀山の
“自然との共生”その２

　

前
回
、
江
戸
時
代
に
は
、
森
林

が
循
環
型
の
「
燃
料
供
給
装
置
」

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と

を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ

の
続
き
と
な
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
中
期
、
石
見
銀
山
で

は
地
中
深
く
坑
道
を
掘
り
進
め
、

銅
の
製
錬
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

鉱
石
は
硫
化
物
を
多
く
含
む
よ

う
に
な
り
、
こ
れ
を
処
理
す
る

「
焼や

き

釜か
ま

」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

鉱
石
処
理
の
こ
の
工
程
は
、
亜
硫

酸
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
、
周
囲
の

木
々
を
枯
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

同
じ
頃
、
石
見
銀
山
で
は
鉱
山

の
中
心
地
域
約
50
万
㎡
の
広
範
囲

に
、
ク
リ
の
苗
木
が
植
え
ら
れ
た

こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ク
リ
は
堅
く
、
水
に
も
強
い
こ
と

か
ら
、
建
築
用
材
や
坑
内
の
補
強

材
に
適
し
て
い
ま
し
た
。
石
見
銀

山
の
植
林
が
、
枯
木
対
策
で
あ
っ

た
と
い
う
明
確
な
記
録
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
植
生
の
維
持
を
し
た
歴

史
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

手
掘
り
の
江
戸
時
代
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
ほ
ど
に
採
掘
量
が
増

大
し
た
現
代
、
世
界
各
地
で
進
め

ら
れ
て
い
る
鉱
山
開
発
は
「
環
境

負
荷
」
が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。
森

林
の
枯
死
が
も
た
ら
す
生
態
系
の

破
壊
は
、
人
類
全
体
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
破
壊
こ
そ
が
文
明
を
崩
壊

さ
せ
た
と
い
う
歴
史
事
例
を
紹
介

し
た
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
レ
ド
・
ダ

イ
ア
モ
ン
ド
博
士
の
著
「
文
明
崩

壊
」
は
、
世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
著
で
は
、

日
本
の
江
戸
幕
府
が
お
こ
な
っ
た

循
環
型
の
森
林
政
策
は
、
文
明
を

崩
壊
さ
せ
な
か
っ
た
成
功
例
と
紹

介
し
、
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
日
本
で
も
、
石
見

銀
山
は
環
境
負
荷
の
代
表
例
で
も

あ
る
鉱
山
で
あ
り
な
が
ら
、
植
林

す
る
な
ど
の
環
境
へ
の
配
慮
を
お

こ
な
っ
て
い
た
こ
と
を
各
国
専
門

家
が
称
賛
。
世
界
遺
産
委
員
会
の

審
議
で
は
「
石
見
銀
山
は
21
世
紀

の
人
類
が
最
も
必
要
と
し
て
い
る

価
値
を
持
っ
て
い
る
。
登
録
に

よ
っ
て
、
こ
の
価
値
を
広
く
世
界

に
知
ら
せ
る
べ
き
だ
」
と
さ
れ
、

登
録
が
決
議
さ
れ
た
の
で
し
た
。

問石見銀山課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8132）

第12回

きずな
令
和
４
年
度
「
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

　

高
校
の
部　

最
優
秀
作
品

新
し
い
社
会
の
た
め
に

　

去
年
の
秋
に
、
東
京
都
の
公
立
高
校
入
試
で
は
男

女
別
定
員
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
男
子
と
女
子
の

合
格
ラ
イ
ン
が
異
な
り
、
合
格
し
た
男
子
と
同
じ
成

績
で
も
女
子
は
同
じ
高
校
に
入
学
で
き
な
い
と
い
う

事
実
。
都
民
で
も
な
い
の
に
、
シ
ョ
ッ
ク
、
驚
き
、

腹
も
立
っ
た
。
す
ぐ
に
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
を
確
認
し

た
。「
東
京
都
で
は
、
男
子
校
よ
り
遥
か
に
女
子
校

の
方
が
多
い
か
ら
、
男
女
別
定
員
制
は
仕
方
が
な
い
」

と
肯
定
す
る
意
見
も
多
く
目
に
す
る
。
男
女
別
定
員

は
仕
方
の
な
い
こ
と
な
の
か
。
私
は
、
成
績
順
に
入

学
さ
せ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
し
、
受
験
生
だ
っ

た
か
ら
、
東
京
に
住
む
女
子
に
ふ
り
か
か
っ
て
い
る

こ
と
が
他
人
事
に
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら

は
、
今
ま
で
意
識
を
向
け
る
こ
と
の
な
か
っ
た
男
女

で
区
別
さ
れ
て
い
る
事
実
や
制
度
、
分
野
に
つ
い
て

気
に
留
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
う
い
え
ば
、
と
数
年
前
に
女
性
や
浪
人
生
に
対

し
て
一
律
減
点
し
て
い
た
大
学
が
あ
っ
た
こ
と
も
思

い
出
し
た
。
当
時
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、「
女
性
は
皮

膚
科
医
や
眼
科
医
に
な
る
人
が
多
く
、
仕
事
が
ハ
ー

ド
な
外
科
医
を
希
望
す
る
人
は
少
な
い
た
め
男
性
を

　

大
田
市
で
は
、
令
和
４
年
度
「
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
高
校
の
部
の
最
優
秀
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

（
原
文
の
ま
ま
）

多
く
と
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。」
と
大
学
側
の
説

明
が
伝
え
ら
れ
た
。
似
た
よ
う
な
こ
と
は
、
職
種
を

越
え
て
た
び
た
び
議
論
に
な
っ
て
い
な
い
か
。「
女

性
は
子
育
て
が
あ
る
か
ら
」
と
、
男
女
の
職
種
を
分

け
る
理
由
付
け
を
す
る
。
し
か
し
、「
な
ぜ
女
性
が

皮
膚
科
医
や
眼
科
医
を
選
ぶ
の
か
」
と
い
う
こ
と
に

焦
点
が
十
分
当
て
ら
れ
て
い
な
い
と
思
う
。
制
度
は

整
っ
て
も
、
実
際
は
な
か
な
か
理
想
に
追
い
つ
か
な

い
。
海
外
で
は
、
医
師
の
労
働
時
間
制
限
が
あ
り
、

日
本
よ
り
働
き
や
す
い
環
境
作
り
を
し
て
い
る
ら
し

い
。
も
ち
ろ
ん
日
本
で
も
、
男
性
だ
け
、
女
性
だ
け

で
は
な
く
て
「
男
性
で
も
女
性
で
も
働
き
や
す
い
社

会
」
を
目
指
し
て
い
る
。
け
れ
ど
、
こ
の
手
の
話
題

は
よ
く
「
男
性
VS
女
性
」
と
い
う
構
図
に
な
り
、
そ

の
戦
い
に
終
わ
り
は
見
え
づ
ら
い
。
こ
の
状
況
は
変

化
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
適
し
た
人
材
が
適
し
た
ポ

ジ
シ
ョ
ン
に
就
け
な
い
の
は
と
て
も
も
っ
た
い
な
い

こ
と
だ
と
感
じ
る
。

　

人
は
、「
あ
る
立
場
」
に
置
か
れ
る
と
、
ア
ン
テ

ナ
が
向
き
、
敏
感
に
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
と
い
う

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
私
も
幼
い
時
に
は
人
権
の

大田高校１年
篠原　悠里さん
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２
月
22
日
、
邇
摩
高
校
生
活
系

列
食
物
モ
デ
ル
の
３
年
生
４
人
が

大
田
西
中
学
校
を
訪
れ
、
課
題
研

究
で
考
案
し
た
給
食
メ
ニ
ュ
ー
を

１
年
生
40
人
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

考
案
し
た
サ
バ
カ
レ
ー
チ
ャ
ー

ハ
ン
は
、
カ
レ
ー
味
を
つ
け
る
こ

と
で
、
魚
の
匂
い
を
気
に
せ
ず
食

べ
ら
れ
る
と
説
明
。
そ
し
て
、
一

緒
に
給
食
を
食
べ
た
後
に
は
、
中

学
生
が
「
食
べ
や
す
く
て
、
と
て

も
お
い
し
か
っ
た
」
と
感
想
を
伝

え
ま
し
た
。

大
田
西
中
生
と
給
食
交
流

邇
摩
高
生
が
給
食
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発

石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

意
識
を
感
じ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
聞
い
て
偏
っ

て
い
る
と
い
う
事
実
は
理
解
し
て
も
、
心
に
刺
さ
る
、

当
事
者
の
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
は
き
っ
と
無
か
っ
た

と
思
う
。
今
で
も
、「
人
権
」
と
聞
く
と
、
う
ま
く

整
理
し
て
説
明
は
で
き
な
い
と
感
じ
る
。
け
れ
ど
、

「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
る
事
柄
や
き
っ
か
け
は
そ

こ
ら
中
に
転
が
っ
て
い
る
。
そ
の
立
場
に
な
っ
て
考

え
て
み
る
と
ゆ
が
み
や
理
不
尽
さ
に
気
づ
き
、
心
が

さ
さ
く
れ
る
。

　

大
田
高
校
の
前
身
の
旧
制
中
学
校
が
開
校
し
た
の

と
同
じ
１
９
２
１
年
に
発
行
さ
れ
た
与
謝
野
晶
子
の

「『
女
ら
し
さ
』
と
は
何
か
」
と
い
う
作
品
を
読
ん
だ

こ
と
が
あ
る
。
大
正
時
代
に
書
か
れ
た
と
は
思
え
な

い
ほ
ど
、
現
代
の
社
会
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
そ
れ
ほ
ど
、
百
年
前
と
現
在
の
考
え
方
が
変

わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

　

変
え
る
こ
と
は
、
難
し
い
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
新

し
い
制
度
や
社
会
を
作
っ
て
い
く
に
は
草
の
根
的
な

活
動
と
、
政
策
の
よ
う
に
一
気
に
推
し
進
め
る
二
つ

の
力
が
重
要
だ
。
調
べ
て
み
る
と
、
普
段
は
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
た
め
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

企
画
し
中
高
生
に
呼
び
か
け
つ
つ
、
有
識
者
会
議
に

も
参
加
し
、
政
策
提
言
に
携
わ
る
団
体
も
あ
る
ら
し

い
。
変
わ
ら
な
い
か
ら
と
諦
め
ず
に
、
こ
ん
な
風
に
、

両
方
の
側
面
か
ら
進
め
て
い
る
の
だ
。

　

男
女
問
わ
ず
、
無
意
識
の
思
い
込
み
が
見
受
け
ら

れ
な
い
か
。
例
え
ば
、「
女
子
は
文
系
が
得
意
」「
男

性
の
方
が
リ
ー
ダ
ー
に
向
い
て
い
る
」
な
ど
。
多
く

転
が
っ
て
い
る
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
、
発
言
し
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
な

言
葉
た
ち
。

　

自
分
の
人
生
を
自
分
で
決
め
る
た
め
に
、
高
校
生

の
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、「
な
じ
ま
な
く
な
っ

た
こ
れ
ま
で
の
常
識
」
を
よ
り
よ
く
チ
ェ
ン
ジ
し
て

い
く
こ
と
。
正
解
が
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
を
議
論

で
き
る
土
壌
を
つ
く
る
こ
と
。
多
く
の
分
野
で
活
躍

す
る
女
性
、
男
性
を
知
る
機
会
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
。

こ
れ
か
ら
の
常
識
を
つ
く
る
の
は
私
た
ち
だ
。

　
「
男
性
VS
女
性
」
の
よ
う
な
二
者
択
一
論
的
な
考

え
方
で
は
な
く
、
全
て
の
人
が
良
い
気
持
ち
で
暮
ら

せ
る
社
会
を
作
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
情
報

を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
自
分
な
り
に
考
え
て
い
こ

う
。
高
校
生
だ
か
ら
と
尻
込
み
せ
ず
に
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぼ

う
。
そ
し
て
、
未
来
の
世
代
に
多
様
な
生
き
方
を
示

す
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
き
た
い
。

最
優
秀
作
品
の
講
評

　

現
代
社
会
の
人
権
課
題
に
敏
感
で
男
女
間
の
差
別

に
つ
い
て
主
体
的
に
考
え
た
作
品
で
あ
る
。
日
常
の

何
気
な
い
言
動
に
潜
む
理
不
尽
さ
や
歪
み
を
指
摘
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
状
況
に
立
ち
向
か
う
意
志
が

力
強
く
語
ら
れ
て
い
る
。
未
来
の
世
代
に
多
様
な
生

き
方
を
示
す
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
り
た
い
と
語
る
著

者
を
応
援
し
た
い
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

給食後には中学生が感想を発表しました

受賞者を決定
「ふるさと	そして	未来」作文コンクール
受
賞
し
た
皆
さ
ん

◇小学生の部　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
　難 波 利 三 賞　　杉　本　　　紬

つむぎ

（静 間 小⑤）
　市 長 賞　　楫　　　彩

あや

　音
ね

（川 合 小⑥）
◇中学生の部
　難 波 利 三 賞　　那　須　こはる（第 一 中③）
　市 長 賞　　大　谷　結

ゆ

　菜
な

（大田西中①）
　審査員特別賞　　段　　　和　響（大田西中①）
◇団体賞　中学校の部　　大田西中学校

問石見銀山課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8131）

な お と
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市　勢
（令和５年３月１日現在）

○人　口　32,670人　　（△　37）
　・男　　15,712人　　（△　20）
　・女　　16,958人　　（△　17）
○世帯数　15,471世帯（△　24）
○出生数　　　24人
○死亡数　　　48人
○面　積　435.34㎢

（　　）内は前月比

申…申し込み先
問…問い合わせ先

逓
送
便
の
回
数
が
減
り
ま
す

お
知
ら
せ

　
「
縦
覧
」
制
度
は
、
納
税
者
の

皆
さ
ん
が
所
有
す
る
資
産
の
評
価

が
適
正
で
あ
る
か
、
確
認
で
き
る

よ
う
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

▽
固
定
資
産
の
縦
覧
期
間

４
月
３
日
㈪
～
５
月
31
日
㈬

８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
閉
庁
日
を
除
く
）

▽
縦
覧
で
き
る
人

納
税
者
、
ま
た
は
納
税
者
か
ら

委
任
を
受
け
た
人
（
委
任
状
が

必
要
）

※　

縦
覧
は
無
料
で
す
。

▽
縦
覧
を
お
断
り
す
る
場
合

・
所
有
者
を
特
定
し
た
縦
覧

台
帳
閲
覧
は
い
つ
で
も
Ｏ
Ｋ

　

ご
自
身
の
固
定
資
産
税
課
税
台

帳
の
「
閲
覧
」
は
、
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

▽
閲
覧
で
き
る
人

①
納
税
義
務
者
本
人
、
ま
た
は
同

一
世
帯
員
（
委
任
状
は
不
要
）

②
納
税
義
務
者
か
ら
委
任
を
受
け

た
人
（
委
任
状
が
必
要
）

③
借
地
人
、
借
家
人
（
借
地
、
借

家
部
分
に
つ
い
て
の
み
閲
覧
可

第
１
回
試
験

▽
試
験
日　

６
月
４
日
㈰

▽
受
付
期
間　
（
電
子
申
請
）
３

月
31
日
㈮
～
４
月
14
日
㈮
・

（
書
面
申
請
）
４
月
３
日
㈪
～

17
日
㈪

▽
会
場　

松
江
・
大
田
・
益
田

第
２
回
試
験

▽
試
験
日　

６
月
11
日
㈰

▽
受
付
期
間　

第
１
回
と
同
じ

▽
会
場　

出
雲
・
浜
田
・
隠
岐

第
３
回
試
験

▽
試
験
日　

10
月
29
日
㈰

▽
受
付
期
間　
（
電
子
申
請
）
８

月
18
日
㈮
～
９
月
１
日
㈮
・

（
書
面
申
請
）
８
月
21
日
㈪
～

９
月
４
日
㈪

▽
会
場　

松
江
・
大
田
・
益
田

第
４
回
試
験

▽
試
験
日　

11
月
５
日
㈰

▽
受
付
期
間　

第
３
回
と
同
じ

▽
会
場　

出
雲
・
浜
田
・
隠
岐

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会
（
乙
種
第
４
類
）

松
江
会
場

▽
実
施
日　

５
月
９
日
㈫

▽
会
場　

テ
ク
ノ
ア
ー
ク
し
ま
ね

▽
定
員　

36
人

浜
田
会
場

▽
実
施
日　

５
月
11
日
㈭

▽
会
場　

い
わ
み
ー
る

▽
定
員　

30
人

※　

受
講
申
請
、
払
込
期
限
は
講

習
会
の
１
週
間
前
ま
で
で
す
。

※　

受
験
願
書
と
受
講
申
請
書
は

最
寄
り
の
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

問
消
防
本
部

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）

【
退
職
す
る
】

　

職
場
を
退
職
し
た
際
、
健
康
保

険
は
次
の
３
つ
か
ら
選
び
、
手
続

き
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
現
在
の
職
場
の
健
康
保
険
に

「
引
き
続
き
」
加
入
す
る
→
ご

自
身
の
職
場

②
家
族
の
健
康
保
険
の
「
被
扶
養

者
」
に
な
る
→
家
族
の
職
場

③
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

入
す
る
→
市
役
所
本
庁
市
民
課

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課

―
―
に
お
い
て
手
続
き
が
必
要
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

加
入
す
る
健
康
保
険
ご
と
に
負

担
す
る
保
険
料
が
異
な
り
ま
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
試
算

　

税
務
課
市
民
税
係
（
☎
０
８
５

４
‐
83
‐
８
０
２
２
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
市
外
に
進
学
す
る
】

　

国
保
の
継
続
加
入
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
が
、
進
学
の
た
め
市
外
に
転

出
す
る
場
合
は
、
特
例
に
よ
り
引

き
続
き
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

在
学
証
明
書
か
学
生
証
の
写
し

を
持
参
し
、
市
民
課
ま
た
は
各
支

所
市
民
生
活
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

有
効
期
限
は
、
市
内
に
お
住
ま

い
の
家
族
と
同
じ
７
月
末
で
、
毎

年
８
月
に
自
動
更
新
さ
れ
ま
す

が
、
卒
業
見
込
み
の
年
は
３
月
31

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

当
初
の
卒
業
見
込
み
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
保
険
年
金
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
４
）

　

市
役
所
と
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
と
の
文
書
の
受
け
渡
し
を
し

て
い
る
逓て

い

送そ
う

便び
ん

は
、
４
月
か
ら
週

５
回
を
２
回
に
減
便
し
ま
す
。
各

種
手
続
き
を
お
急
ぎ
の
場
合
は
、

本
庁
ま
た
は
各
支
所
に
て
お
願
い

し
ま
す
。

問
総
務
部
総
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
１
３
）

能
。
借
地
、
借
家
の
事
実
が
わ

か
る
貸
借
契
約
書
な
ど
を
持
参

く
だ
さ
い
）

※　

縦
覧
、
閲
覧
と
も
法
人
に
つ

い
て
は
、
代
表
者
が
お
こ
な
う
場

合
で
あ
っ
て
も
法
人
の
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※　

縦
覧
、
閲
覧
場
所
は
本
庁
税

務
課
の
ほ
か
、
各
支
所
市
民
生
活

課
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
４
）

固
定
資
産
の
縦
覧

５
月
31
日
ま
で

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
甲
・
乙
・
丙
種
）

異
動
に
伴
う

健
康
保
険
の
手
続
き
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身
体
障
が
い
者
手
帳
な
ど
の
交

付
を
受
け
た
人
で
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
は
、
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

・
１
人
に
つ
き
１
台

・
所
有
者
は
原
則
、
障
が
い
者
な

ど
の
本
人
と
し
ま
す
が
、
本
人

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
が
な
い

場
合
に
限
り
、
生
計
を
一
に
す

る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
も

対
象

・
障
が
い
者
な
ど
を
「
常
時
介
護

す
る
人
」
が
運
転
す
る
場
合
は
、

障
が
い
者
な
ど
が
所
有
す
る
軽

自
動
車
を
運
転
す
る
場
合
に
限

る
▽
申
請
に
必
要
な
も
の

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉

手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
う
ち

１
点

※　

対
象
と
な
る
等
級
は
、
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

③
減
免
を
受
け
る
車
の
自
動
車
検

査
証
（
車
検
証
）

④
減
免
申
請
書

⑤
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

通
知
カ
ー
ド

※　

令
和
４
年
度
に
減
免
を
受
け

た
人
は
、
３
月
下
旬
に
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
。
郵
送
で
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
申
請
受
付
期
間

　

４
月
３
日
㈪
～
５
月
31
日
㈬

※　

受
付
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
減

免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※　

普
通
自
動
車
は
、
西
部
県
民

セ
ン
タ
ー
県
央
事
務
所
（
あ
す
て

ら
す
内
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
９
５

７
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
・
問
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
２
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
１
１
１
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

減
免
申
請
は
５
月
31
日
ま
で

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

　

４
月
１
日
か
ら
使
え
る
利
用
券

を
窓
口
で
発
行
し
ま
す
。

▽
対
象
者

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
所
持
者

　
（
総
合
等
級
１
～
２
級
）

②
療
育
手
帳
所
持
者
（
Ａ
判
定
、

有
効
期
限
内
の
も
の
に
限
る
）

③
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

所
持
者
（
等
級
問
わ
ず
、
有
効

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
、
重

度
障
が
い
者
や
ひ
と
り
親
家
庭
の

人
が
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
病
院
で

の
窓
口
負
担
が
１
割
と
な
る
ほ

か
、
薬
局
で
の
負
担
が
な
く
な
り

ま
す
。

▽
対
象
者

①
３
か
月
以
上
寝
た
き
り
で
、
介

護
が
必
要
な
65
歳
以
上
の
人

②
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
人

③
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級

の
人

④
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
の
人

⑤
身
体
障
が
い
者
手
帳
３
・
４
級

の
人
で
、
重
度
と
同
程
度
の
知

的
障
が
い
の
あ
る
人

精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

２
級
の
人
で
、
重
度
と
同
程
度

の
知
的
障
が
い
の
あ
る
人

精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

２
級
の
人
で
、
身
体
障
が
い
者

手
帳
３
・
４
級
の
人

⑥
所
得
税
非
課
税
世
帯
の
ひ
と
り

親
家
庭
で
、
18
歳
未
満
ま
た
は

高
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
お

よ
び
、
そ
の
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
人

※　

認
定
要
件
を
満
た
し
て
も
、

所
得
に
よ
っ
て
は
助
成
の
対
象
と

は
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
課
保
険
年
金
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
４
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
９
３
４
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
３
）

期
限
内
の
も
の
に
限
る
）

▽
申
請
受
付　

３
月
27
日
㈪
～

▽
必
要
な
も
の

　

有
効
期
限
内
の
上
記
手
帳

※　

複
数
の
手
帳
を
お
持
ち
の
人

は
、
該
当
す
る
手
帳
を
す
べ
て
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

▽
注
意
事
項

・
交
付
枚
数
は
１
年
分
で
１
人
に

つ
き
24
枚
（
１
枚
５
０
０
円
分
）

・
い
か
な
る
理
由
で
も
再
発
行
は

で
き
ま
せ
ん

・
運
賃
の
額
に
応
じ
て
乗
車
１
回

に
つ
き
２
枚
ま
で
使
用
可
能

・
申
請
の
代
行
は
で
き
ま
す
が
、

「
申
請
に
必
要
な
も
の
」
を
す

べ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い

・
有
効
期
間
を
過
ぎ
た
利
用
券
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
窓
口

へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い

申
・
問
地
域
福
祉
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
２
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
１
１
１
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）

石見銀山基金への寄附者
・森田製菓株式会社
・イオンリテール株式会社
・銀の店　　・鈴木　俊子　　・福田　規夫
令和４年６月１日～令和５年２月28日の確認分

（公表を望まれない人を除く）
問石見銀山課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8131）

　大田市地球温暖化対策地域協議会への寄付者
（有料レジ袋収益金のご寄付）

・イオンリテール株式会社　イオン大田店　
・株式会社ウシオ　グッディー大田店　
・ＪＡしまね石見銀山地区本部
　ＪＡグリーンおおだ　
・有限会社小川商店　　・有限会社石東酒販　　
　　　　問大田市地球温暖化対策地域協議会

（事務局／環境政策課☎0854 ‐ 83 ‐ 8071）

（順不同・敬称略）
ありがとうございます



広報おおだ　Ｒ5（2023）３.23 18

〈広告〉

催
　
　
し

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

大
江
高
山
自
然
観
察
登
山

▽
日
時　

４
月
15
日
㈯
14
時
～

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品　
「
女
た
ち
の
都
～
ワ
ッ

ゲ
ン
オ
ッ
ゲ
ン
～
」（
２
０
１

２
年
／
１
０
３
分
）

▽
内
容　

愛
す
る
町
の
活
性
化
の

た
め
、
女
た
ち
が
も
く
ろ
ん
だ

の
は「
花
街
復
活
」。
愛
情
と
気

力
あ
ふ
れ
る
女
た
ち
が
織
り
な

す
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
社
会
派
人
情

劇
▽
定
員　

70
人
（
要
事
前
申
込
）

▽
入
場
料　

無
料

申
・
問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
あ
す
て
ら
す

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

　

登
山
を
し
な
が
ら
、
大
田
市
指

定
希
少
動
植
物
で
あ
る
イ
ズ
モ
コ

バ
イ
モ
や
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
観
察
し

ま
す
。

▽
日
時　

４
月
16
日
㈰

　
　
　
　

８
時
30
分
～

▽
集
合
場
所　

県
道
大
田
桜
江
線

の
山
田
バ
ス
停
前

▽
参
加
費　

無
料

問
大
代
高
山
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
４
‐
85
‐
２
２
０
４
）

▽
日
時　

４
月
８
日
㈯

　
　
　
　

13
時
～
15
時

▽
会
場　

市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
参
加
費　

１
０
０
円

※　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

申
・
問
世
話
人
（
野
津
☎
０
８
０

‐
６
３
１
５
‐
９
５
１
７
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
会
」

募

集

◇
パ
ソ
コ
ン
入
門

▽
日
時　

４
月
７
日
～
５
月
１
日

の
㈪
・
㈬
・
㈮　

19
時
～
21
時

▽
会
場　

島
根
中
央
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　

14
人

▽
料
金　

１
万
２
０
０
０
円

▽
申
込
期
限　

３
月
30
日
㈭

申
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
セ
ン

タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

事前に市民課への予約が必要です。
　
休日窓口（日曜日）₈：30～17：00
４月２日・23日　５月14日・28日　６月11日・25日
平日窓口延長（月曜日）17：15～19：30
４月10日・17日　５月８日・22日　６月５日・19日
　
▽申請・交付場所　市役所本庁　市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所でカード
を保管していますので、５日前までにご連絡ください。
▽取扱事務
　マイナンバーカードの申請・交付事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。
※　予約状況などにより、希望日時に受け取りができな
い場合があります。

申・問市民課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8067）

マイナンバーカード令和５年度

休日・夜間窓口を開設ごみ指定袋掲載広告募集
　市の資産（ごみ指定袋）を広告媒体として活用し、
民間企業などの広告を掲載することにより、市の新た
な財源を確保し、市民サービスの向上と地域経済の活
性化を図るため、広告募集をします。
▽募集期間　４月３日㈪～21日㈮
▽広告掲載期間　広告掲載ごみ指定袋の完売まで
▽広告掲載位置　ごみ指定袋おもて本体中央
▽広告原稿　広告主が作成

※　広告内容は「大田市広告掲載要綱」に基づき審査
します。
※　申込多数の場合は抽選とします。
※　掲載予定枚数は広告募集時点のものです。変更し
た場合は、掲載料も枚数に応じて増減します。

問環境政策課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8069）

ごみ指定袋
種類

家庭用燃やせるごみ

大 中

募集枠 ２枠 ２枠

広告枠（１枠） 縦12㌢
横20㌢

縦10㌢
横15㌢

掲載料（１枠） 128,000円 112,000円

印刷予定枚数 64万枚 56万枚

単価 0.2円
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　既存住宅を新たに下水道へ接続しようとする人に対し
て、排水設備工事費用の一部を補助します。下水道供用
開始済み区域で、現在も浄化槽や汲み取り便槽を利用し
ている人は、この機会に下水道への接続をご検討くださ
い。
▽補助金額　上限３万円
　（工事費が６万円未満の場合は工事費の２分の１）
▽対象　既存住宅で新たに下水道へ接続する人
　次の人は補助対象外です。

◇個別処理区域内で浄化槽を設置する
　市が主体となって浄化槽を設置します。ただし、分担金・使用料が必
要です。
▽受益者分担金　一般家庭　一律25万円
※　そのほかの用途は、人槽により異なります。
▽使用料　浄化槽の使用開始後、使用水量に応じて２か月ごとに請求
▽設置予定件数　80件
▽受付期間　４月３日㈪から予定件数を満たすまで
◇個別処理区域内で既に浄化槽を設置した
　既に自費で設置している場合、市に無償で譲渡していただければ、市
が維持管理・修繕などをおこないます。ただし、使用料が必要です。
▽譲渡条件　浄化槽が適正に維持管理されていると認められること
▽使用料　浄化槽の譲渡後、使用水量に応じて２か月ごとに請求
※　詳細は、市ホームページをご覧ください。また、浄化槽の設置や譲
渡をご検討の際は、早めにご相談ください。

問下水道課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8116）

◇集合処理区域内で浄化槽を設置する
　集合処理区域であっても、当分の間、下水道などの整備が見込まれな
い区域の人が浄化槽を設置される際は、設置費用の一部を補助します。
▽対象　一般住宅（販売目的の住宅は除く）で10人槽以下の浄化槽を設

置する人
▽補助金額　５人槽／20万円　７人槽／23万円　10人槽／30万円
▽補助予定件数　10件
▽受付期間　４月３日㈪から予定件数を満たすまで

浄化槽設置などにご活用ください
美しい自然と快適な生活環境を守るためご理解とご協力を

家屋が点在し、集合処理に適さない地域は、市設
置型浄化槽の整備を進めています。

家屋が密集し、まとめて排水を処理することが適
している地域は、公共下水道や農業集落排水など
により整備を進めています。

・借家で貸主が施工、または貸主の許可が得られない人
・建物の販売を目的として下水道へ接続しようとする人
・下水道整備時に公共ますの設置を求められなかった人
▽補助予定件数　90件
▽申込方法　排水設備の確認申請書に補助金交付申請書

を添付して提出
▽申込期間　４月３日㈪から予定基数を満たすまで
詳しくは、お問い合わせください。

問下水道課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8116）

下水道への接続費用の一部を補助します

子ども食堂
４月の予定

子ども　無料　　　　　　　	
大　人　①③300円　②100円

①おおだ子ども食堂
　おおだふれあい会館

②みんなの食堂
　祖式ジム

③多世代交流食堂みーる堂
　ゆきみーる（若者も無料）

22日㈯　17：00～19：00
☎090 ‐ 4897 ‐ 4308

15日㈯　11：00～13：30
☎090 ‐ 1188 ‐ 9088

15日㈯　17：00～19：00
☎0854 ‐ 83 ‐ 7373

新規事業

　建物に一定程度の破損があり、周
辺に及ぼす危険性が高い空家の除却
費用を一部補助します。
▽対象者

空家の所有者または相続人、もし
くはその同意を得た土地の所有者

▽対象となる空家
・市内にあり、おおむね１年以上の

使用実態がない木造個人住宅
・登記事項証明書に所有者以外の権

利が設定されていない住宅（同意
がある場合を除く）

▽条件
・事前に調査を申し出て、不良空家

の確認（判定）を受けること
・不良空家の全部を除却する工事で

あること
▽補助金額
　対象経費の５分の４（上限50万円）
※　居住に用いられていない蔵や物
置などの建物、付属する塀や樹木な
どの除却に要する費用は対象外です。
▽受付期間
　４月３日㈪～６月16日㈮
▽補助件数　４件（予定）
※　先着順ではなく、審査により緊
急度の高い空家を補助します。
問建築営繕課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8207）

不良空家の除却費
一部補助します

個別処理区域

集合処理区域
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大田（橋北） ₅日 19日

大田（橋南） ₇ 21

川合・久利 ₆ 20

久手（鳥越含む） 10 24

鳥井・長久（新諸友含む） 14 28

静間・五十猛・大屋 11 25

富山・朝山・波根 12 26

大森・水上・祖式・大代 13 27

三瓶・山口（大田野城含む）₃ 17

仁摩地区 ₄ 18

温泉津地区 13 27

▼不燃粗大ごみ
川合・久利 12日

三瓶・山口（大田野城含む） 18日

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター

（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター

（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもで
きません。
【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時
【休日】　２日・16日　
一般家庭　８時30分～11時30分
※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。

ごみの持ち込み

４月不燃ごみの収集日

〈広告〉

問新型コロナウイルスワクチン接種対策室（☎0854 ‐ 83 ‐ 8203）

　４月以降の新型コロナウイルスワクチン接種は、次のとおりです。
　実施方法が決まり次第、広報おおだや市ホームページなどでお知らせします。

新型コロナウイルスワクチン接種

　２月下旬、石見銀山公園では、梅の木に花が咲き始めていました。広さ約
37㌶の公園には、約100本の梅の木があり、白色や濃いピンク色などのかわ
いらしい花が咲き、春の訪れを告げていました。

※　９～12月の接種に使用するワクチンは、国において検討中です。

※　令和５年度は、現行の特例臨時接種の実施期間を延長するため、全額公
費負担となります。

※　子ども（５歳から11歳）や乳幼児（生後６か月から４歳）は、接種開始
からの期間が短いため、接種期間を４月以降も延長します。

対象 実施時期 ５月～８月 ９月～12月

65歳以上
基礎疾患がある人
重症化リスクが高いと医師が認める人
医療機関、高齢者・障がい者施設などの従事者

１回 １回

追加接種が可能なすべての年齢の人 １回

当面、オミクロン株対応２価ワクチン

無料

市の木　うめ
　江戸時代、梅の実は石見銀
山で働く人たちの健康を維持
し、鉱毒を防ぐ薬として使用
されました。凛として清楚に
美しく咲く花は、古くから親
しまれています。

島根県知事選挙
島根県議会議員一般選挙

投 票 日

４月９日㈰

早春に花咲く 梅市の木

使用するワクチン

対象者と接種のスケジュール

接 種 費 用
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４月の相談

　市役所本庁の収納管理室で市税・国民健康保険料・後
期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　₃月29日㈬、30日㈭、31日㈮
　₄月10日㈪、27日㈭、28日㈮
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
₄月16日㈰

問収納管理室（☎0854 - 83 - 8026）

期限内に納付をお願いします

納期限および口座振替日 ₃月31日

国 民 健 康 保 険 料 ₉期

後期高齢者医療保険料 ₉期

税・保険料

生活相談

ふ く し
よ ろ ず
相 談

月～金
₉時～17時
専用電話
0854 - 84 - 7577

暮らしの困りごと、悩み
ごとに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　 談

11日㈫
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

₇日・14日・21日・
28日（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
₃回目の継続相
談から有料。

市社会福祉協議会本所

申・問市社会福祉協議会本所（☎0854 - 82 - 0091）
こころの健康相談（要予約）

21日㈮　13時30分～15時30分 県央保健所
申・問県央保健所健康増進課（☎0854 - 84 - 9823）

難病相談

一般相談

月曜日～金曜日
₈時30分～16時30分

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853 - 24 - 8510）

電話相談のみ
１日㈯　₉時～11時30分

就労相談
（要予約）

12日㈬　
13時30分～15時30分

移動ナースバンク
26日㈬　13時30分～16時 ハローワーク石見大田
問島根県ナースセンター（☎0852 - 27 - 8510）

福祉職場相談会
26日㈬　13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田
問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855 - 24 - 9340）

若者就労相談（要予約）
14日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田
問サポートステーション出雲（☎0853 - 31 - 6663）

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）
14日㈮　19時～20時30分 大田商工会議所
問大田はぴこ会事務局（☎080 - 2940 - 7266）
電話受付：平日10時～18時、第₂金曜日10時～21時

年金相談（要予約）
11日㈫・27日㈭　10時～15時 市役所４階大講堂
申出雲年金事務所お客様相談室（☎0853 - 24 - 0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854 - 83 - 8154）

交通事故相談（要予約）
₄日㈫　₉時～15時 市役所２階第２会議室
申島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852 - 22 - 5102）
問危機管理課（☎0854 - 83 - 8009）

行政・人権合同相談
₇日㈮　₉時～12時 おおだふれあい会館
問人権推進課（☎0854 - 83 - 8038）

人権相談
14日㈮　13時～16時 温泉津まちづくりセンター
21日㈮　13時～16時 仁万まちづくりセンター
問人権推進課（☎0854 - 83 - 8038）

石見法律相談センター相談会（要予約）
21日㈮　10時～16時　 おおだふれあい会館
申・問石見法律相談センター（☎0855 - 22 - 4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
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　２月11日、三瓶山東の原で「さんべ志学の雪あかり」
が開催されました。
　雪像づくりコンテストには家族などが参加し、協力し
ながら作品を作り上げました。趣向を凝らした20基近く
の力作が並び、訪れた人が写真を撮りながら見て回って
いました。また、暗くなるにつれ、約3,500個の雪あか

りが浮かび上がり、会場は幻想的な雰囲気に包まれまし
た。
　このイベントは平成21年から始まり、今年で13回目。
志学地区の若者サークル「たまりば」が中心となり、志
学まちづくり協議会や地元の各団体、国立三瓶青少年交
流の家の協力のもと開催しました。

　将棋の八大タイトルの一つ、第72期Ａ
ア ル ソ ッ ク

ＬＳＯＫ杯王将
戦七番勝負第５局が、２月25・26日に国民宿舎さんべ荘
で開催されました。
　今期は、初の防衛戦となる藤井聡太王将に王将戦挑戦
者決定戦リーグを全勝で挑戦権を獲得し、タイトル戦通
算100期をかけた羽生義治九段が挑戦する「黄金のカー
ド」が実現。両対局者が２勝２敗で第５局を迎え、大田
市での王将戦は２年ぶり６回目の開催となりました。
　結果は藤井王将が101手で勝ち、対戦成績を３勝２敗
とし、初防衛に王手をかけました。
　将棋ファンにとどまらず、対局でふるまわれる「勝負
めし」やおやつが大きな注目を浴びる王将戦。地元の食
材を生かしたメニューや近隣店舗のおやつが準備され、
数多くのテレビやインターネットで取り上げられるなど、
大きな反響を呼びました。
　「大田の大あなご」や「三瓶そば」など、食を通じた
大田市の認知度の高まりに期待が寄せられます。
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前
夜
祭
で
は
土
江
子
ど
も
神
楽

団
が
恵
比
寿
の
舞
を
披
露
。鯛
な

ら
ぬ
大
あ
な
ご
が
釣
り
上
げ
ら

れ
る
と
、二
人
は
笑
顔
で
拍
手
を

送
り
ま
し
た

提
供
／
日
本
将
棋
連
盟

激
戦
に
沸
い
た

王
将
戦

大
盤
解
説
会
に
は
出
雲
市
出
身

の
里
見
香
奈
女
流
５
冠
も
聞
き

手
と
し
て
登
場
。羽
生
九
段
と
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
場
面

が
あ
り
ま
し
た


